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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第19期

第１四半期連結
累計期間

第20期
第１四半期連結

累計期間
第19期

会計期間
自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成28年４月１日
至平成28年６月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

営業収入 （百万円） 20,060 18,449 78,799

経常利益 （百万円） 2,019 113 6,355

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（百万円） 1,301 3 4,395

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,350 △6 4,495

純資産額 （百万円） 29,646 30,571 32,790

総資産額 （百万円） 57,710 56,888 60,065

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 64.82 0.19 218.92

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 49.8 53.6 53.0

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収入には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　当第１四半期連結累計期間において、連結子会社であるシルバーケア＆サポートシステム株式会社（旧会社名　積

和サポートシステム株式会社）について、施設の建築請負において業務提携関係にあった少数出資者である積水ハウ

ス株式会社の保有するシルバーケア＆サポートシステム株式会社の普通株式のすべてを取得し、完全子会社としまし

た。

 

　なお、当第１四半期連結会計期間より報告セグメントの名称を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　

１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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［事業系統図］

　異動後の事業系統図は次のとおりであります。

  ①介護サービスの提供など（特定施設入居者生活介護、介護予防特定施設入居者生活介護、サービス付き高齢者向け

  住宅等）

②食事サービスの提供

③介護用品販売

④施設運営ノウハウの提供

⑤介護技術の研究・開発・指導、出版

⑥コンピューター機器及びソフトウエアの販売並びにメンテナンスサポート等

⑦介護サービスの提供など（訪問介護、通所介護、小規模多機能型居宅介護等）

⑧経営管理

☆連結子会社
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

（1）概況に関する説明

①社名（商号）、事業所名称（施設名称）、経営体制の変更について

　当社は平成27年12月18日に公表しました「損保ジャパン日本興亜ホールディングス株式会社による当社株券に対す

る公開買付けに関する意見表明のお知らせ」（以下「リリース」といいます。）に記載しました通り、損保ジャパン

日本興亜ホールディングス株式会社（※）（以下「ＳＯＭＰＯホールディングス」といいます。）による株式公開買

付を行った結果、ＳＯＭＰＯホールディングスの当社に対する持株比率は94．63％となり、当社は、平成28年３月７

日にＳＯＭＰＯホールディングスグループの一員となりました。これに伴い、リリースの「３．当該公開買付けに関

する意見の内容、根拠及び理由（２）本件両公開買付けに関する意見の根拠及び理由②本件両公開買付けの目的及び

背景並びに本件両公開買付け成立後の経営方針（イ）本件両公開買付け成立後の経営方針」に記載しました通り、社

名（商号）を平成28年７月１日付で「ＳＯＭＰＯケアメッセージ株式会社」へ変更し、更にグループ化後に当社およ

びＳＯＭＰＯホールディングスにて協議した結果、同日付けで事業所名称（施設名称）を「そんぽの家」へ変更しま

した。

また当社は、同じくリリースに記載しました通り、平成28年６月に開催しました当社定時株主総会において、Ｓ

ＯＭＰＯホールディングスより新たな役員を迎え入れました。今後は、新しい経営体制の下で、リスク管理・コンプ

ライアンス推進といった法令・企業倫理を遵守していくための仕組みを組織に浸透させ、安全管理を更に徹底する企

業風土を浸透・定着させてまいります。

 

（※）損保ジャパン日本興亜ホールディングス株式会社は平成28年10月１日にＳＯＭＰＯホールディングス株式会社

に社名変更する予定です。

 

②当社一部施設に関する行政処分について

　当社は、平成28年６月29日に介護付有料老人ホームの「アミーユレジデンス茨木島（平成28年７月１日からは「そ

んぽの家 茨木島」）」において、茨木市から同施設に対する３か月の新規受入停止の行政処分に関する通知を受領

しました。当該ご利用者様およびご家族の皆様をはじめ、行政ならびに関係者の皆様には多大なるご迷惑とご心配を

おかけしましたことを、心より深くお詫び申し上げます。

　当社は、第三者調査委員会からの指摘および提言ならびに厚生労働省からの改善勧告を受けて、昨年から各種施策

を実行・継続している中、このような事態になったことを極めて重く受け止めております。当社は、今回の行政処分

を真摯に受け止め、先述しました新しい経営体制の中で再発防止に向けて全力で取り組む所存です。

 

（2）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済において、外需では実質輸出が中国・アジア向けの半導体等電子部

品や米国向けの原動機や鉄鋼などで減少し、また、円高の要素等もあり外需の景気けん引力は、引き続き力強さを欠

く状況です。内需でも、個人消費が衣料品の販売伸び悩みなどを受け、低迷が持続しております。足踏み続く景気に

英国ＥＵ離脱など新たな下振れリスクもある中、消費が伸び悩み景気は停滞感が強い状況が続いています。

　このような中、総務省統計局のデータによりますと、平成27年９月15日現在の日本の高齢者人口は3,384万人で、

65歳以上の高齢者人口が総人口に占める割合（以下、高齢化率という。）は26.7％、前年比で89万人、0.8ポイント

もの増加となり、高齢者人口、高齢化とも過去最高を示しました。総人口は44年後には9,000万人を割り込み、高齢

化率は40%近い水準になると予想されています。平成37年度時点においても、65歳以上人口は3,657万人、その後も拡

大を続けると推計されており、少子高齢化が急速に進むことは確実で、その対応と新たな経済成長戦略の立案が急務

となり、平成27年10月に発足した第３次安倍晋三改造内閣の目玉プランである「一億総活躍社会」推進の根拠となっ

ております。

　当社として、このような国内情勢を踏まえた環境のもと、主力事業である介護付有料老人ホームは、一連の事案等

の影響が続き、平成28年６月末時点で入居率85.8％という結果となっております。また、サービス付き高齢者向け住

宅も、平成28年６月末時点で入居率82.5％（開設後１年を経過した既存物件では83.1％）となっております。
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　当第１四半期連結会計期間末において介護付有料老人ホーム（旧アミーユ等）の施設数は、直営162施設、ＦＣ19

施設、合計181施設、総入居定員は9,649名、サービス付き高齢者向け住宅（旧Ｃアミーユ）の物件数は合計123棟、

総入居定員7,196名となっております。また、当第１四半期連結会計期間末の地域包括ケア事業の事業所数は、訪問

介護268、居宅介護支援206、通所介護47、定期巡回・随時対応型訪問介護看護60、夜間対応型訪問介護39、訪問入浴

23、小規模多機能型居宅介護23、その他含む709（在宅老人ホーム含む712）か所です。

 

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の営業収入は18,449百万円（前年同期比8.0％減）、営業利益は218百万円

（同89.7％減）、経常利益は113百万円（同94.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は3百万円（同99.7％

減）となりました。

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、事業所名（施設名称）の変更に伴い、報告セグメントの名称を従来の「ア

ミーユ事業」から「施設ケア事業」に変更しておりますが、セグメント情報に与える影響はありません。

①施設ケア事業

　既存施設の入居率が低下したため、当第１四半期連結累計期間において、営業収入は8,061百万円（前年同期比

10.6％減）、セグメント損失は230百万円（前年同期は953百万円の利益）となりました。

②地域包括ケア事業

　「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」の既存住居の入居率が低下したため当第１四半期連結累計期間において、

営業収入は9,321百万円（前年同期比6.1％減）、セグメント利益は80百万円（前年同期比87.3％減）となりました。

③給食事業

　当第１四半期連結累計期間において、入居率の低下に伴い営業収入は1,611百万円（前年同期比6.3％減）、セグメ

ント利益は312百万円（同20.2％減）となりました。

④その他

　当第１四半期連結累計期間において、営業収入は713百万円（前年同期比8.2％増）、セグメント利益は52百万円

（同60.6％減）となりました。

 

（3）財政状態に関する説明

① 資産

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は26,161百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,342百万円減少

しました。これは主に現金及び預金が2,367百万円減少したことによるものです。固定資産は30,724百万円となり、

前連結会計年度末に比べ834百万円減少しました。この結果、総資産は56,888百万円となり、前連結会計年度末に比

べ3,177百万円減少しました。

② 負債

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は10,692百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,339百万円減少

しました。これは主に賞与引当金が357百万円減少したこと及び未払法人税等が601百万円減少したことによるもので

す。固定負債は15,624百万円となり、前連結会計年度末に比べ380百万円増加しました。この結果、負債合計は

26,316百万円となり、前連結会計年度末に比べ958百万円減少しました。

③ 純資産

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は30,571百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,218百万円減

少しました。この結果、自己資本比率は53.6％（前連結会計年度末は53.0％）となりました。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間における、事業上及び財務上の対処すべき課題は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した内容から変更ありません。

 

（5）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は０百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

（6）主要な設備

　前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設、休止、大規模修繕、除却、売却等について、当第１

四半期連結累計期間に重要な変更があったものは次のとおりであります。

　　　①　開設完了

　　　　　　新規に開設されたものは、地域包括ケア事業で１件であり、投資金額総額は14百万円であります。

　　　②　新設計画の追加
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　　　　　　該当事項はありません。

　　　③　新設計画の中止

　　　　　　該当事項はありません。

　　　④　大規模修繕、除却、売却等

　　　　　　該当事項はありません。

 

　なお、これらの投資予定金額には、固定資産の購入と保証金及び建設協力金を含んでおり、消費税等は含まれてお

りません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 57,920,000

計 57,920,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（平成28年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 20,080,000 20,080,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 20,080,000 20,080,000 － －

 

 

（2）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（4）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（5）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成28年５月13日 － 20,080,000 － 3,925 － 4,167

 

 

（6）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（7）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式       100 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,078,700 200,787

１（１）②発行済株式の

「内容」欄に記載のとお

りであります。

単元未満株式 普通株式     1,200 ― ―

発行済株式総数  20,080,000 ― ―

総株主の議決権 ― 200,787 ―

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＳＯＭＰＯケア

メッセージ㈱

岡山市南区

西市522－1
100 ― 100 0.0

計 ― 100 ― 100 0.0

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,910 13,543

受取手形及び営業未収入金 10,596 10,526

原材料及び貯蔵品 31 35

前払費用 1,279 1,321

その他 709 755

貸倒引当金 △23 △21

流動資産合計 28,503 26,161

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 10,756 10,630

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品（純額） 137 134

土地 1,956 1,637

リース資産（純額） 6,325 6,239

建設仮勘定 1 1

有形固定資産合計 19,177 18,643

無形固定資産   

のれん 4,179 4,114

その他 639 612

無形固定資産合計 4,819 4,726

投資その他の資産   

差入保証金 5,247 5,212

その他 2,358 2,192

貸倒引当金 △45 △50

投資その他の資産合計 7,561 7,354

固定資産合計 31,558 30,724

繰延資産   

社債発行費 2 1

繰延資産合計 2 1

資産合計 60,065 56,888

 

EDINET提出書類

ＳＯＭＰＯケアメッセージ株式会社(E05398)

四半期報告書

10/21



 

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

営業未払金 899 970

1年内償還予定の社債 115 115

1年内返済予定の長期借入金 1,923 1,923

未払金 3,600 3,767

未払法人税等 829 228

賞与引当金 632 274

その他 4,030 3,413

流動負債合計 12,031 10,692

固定負債   

長期借入金 6,162 5,982

リース債務 7,354 7,288

退職給付に係る負債 598 601

資産除去債務 676 680

その他 451 1,070

固定負債合計 15,243 15,624

負債合計 27,274 26,316

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,925 3,925

資本剰余金 4,167 4,143

利益剰余金 23,774 22,472

自己株式 △0 △0

株主資本合計 31,866 30,541

その他の包括利益累計額   

退職給付に係る調整累計額 △28 △24

その他の包括利益累計額合計 △28 △24

非支配株主持分 952 54

純資産合計 32,790 30,571

負債純資産合計 60,065 56,888
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

営業収入 20,060 18,449

営業原価 15,108 15,053

営業総利益 4,951 3,395

販売費及び一般管理費 2,832 3,176

営業利益 2,119 218

営業外収益   

受取利息 13 12

助成金収入 5 4

その他 10 4

営業外収益合計 29 21

営業外費用   

支払利息 128 122

その他 0 4

営業外費用合計 129 126

経常利益 2,019 113

特別利益   

事業分離における移転利益 21 -

特別利益合計 21 -

税金等調整前四半期純利益 2,041 113

法人税、住民税及び事業税 692 122

法人税等合計 692 122

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,348 △9

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
47 △13

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,301 3
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,348 △9

その他の包括利益   

退職給付に係る調整額 1 3

その他の包括利益合計 1 3

四半期包括利益 1,350 △6

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,303 7

非支配株主に係る四半期包括利益 47 △13
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

　(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用)

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。この結果、当第１四半期連結累計

期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

減価償却費 311百万円 292百万円

のれんの償却額 70百万円 65百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

　　 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月24日

定時株主総会
普通株式 1,305 65  平成27年３月31日  平成27年６月25日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

　　 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 1,305 65  平成28年３月31日  平成28年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成27年４月１日　至平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

 
施設ケア
事業

地域包括ケア
事業

給食事業 計

営業収入         

外部顧客へ

の売上高
9,017 9,929 811 19,759 300 20,060 - 20,060

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

- - 907 907 359 1,266 △1,266 -

計 9,017 9,929 1,719 20,667 660 21,327 △1,266 20,060

セグメント利

益又は損失

（△）

953 636 392 1,982 132 2,114 5 2,119

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護用品販売事業及びＦ

Ｃ事業等を含んでおります。

２．「セグメント利益又は損失（△）」の調整額５百万円は、セグメント間取引消去５百万円でありま

す。

３．「セグメント利益又は損失（△）」は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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　　 Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注３）

 
施設ケア
事業

地域包括ケア
事業

給食事業 計

営業収入         

外部顧客へ

の売上高
8,061 9,321 791 18,174 274 18,449 - 18,449

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

- - 820 820 439 1,259 △1,259 -

計 8,061 9,321 1,611 18,994 713 19,708 △1,259 18,449

セグメント利

益又は損失

（△）

△230 80 312 163 52 215 3 218

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護用品販売事業及びＦ

Ｃ事業等を含んでおります。

２．「セグメント利益又は損失（△）」の調整額３百万円は、セグメント間取引消去３百万円でありま

す。

３．「セグメント利益又は損失（△）」は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの名称を従来の「アミーユ事業」から「施設ケア事業」へ

変更しておりますが、セグメント情報に与える影響はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

　共通支配下の取引等

　（追加取得による完全子会社化）

当社は、平成28年５月13日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるシルバーケア＆サポートシステム株式

会社（旧会社名　積和サポートシステム株式会社）を完全子会社化することを決議し、同日、同社の株式を追加取得い

たしました。

１．取引の概要

（１）結合当時企業の名称及び事業の内容

　　被取得企業の名称　積和サポートシステム株式会社

　　事業の内容　　　　有料老人ホーム及びサービス付高齢者向け住宅の運営

（２）企業結合の日

　　平成28年５月13日　　（みなし取得日　平成28年４月１日）

（３）企業結合の法的形式

　　現金を対価とする株式の取得

（４）その他取引の概要に関する事項

　　当社グループの施設管理体制の再構築及びコーポレートガバナンス体制の再構築を加速化させ、グループ経営体

制の強化、意思決定の迅速化を図ることを目的としております。

 

　　２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成25年９月13日）に基づき、共通支配下の取

引等のうち、非支配株主との取引として会計処理しております。

 

３．子会社株式を追加取得した場合に掲げる事項

（１）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

　　　取得の対価　　　現金及び預金　907百万円　　　

　　　取得原価　　　　　　　　　　　907百万円

 

　　４．非支配株主との取引によって減少した資本剰余金の金額

　　　 23百万円
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 64円82銭 0円19銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万

円）
1,301 3

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（百万円）
1,301 3

普通株式の期中平均株式数（株） 20,079,926 20,079,895

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年８月８日

ＳＯＭＰＯケアメッセージ株式会社

（旧会社名　株式会社メッセージ）
 

   取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 
 
公認会計士 川合　弘泰　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 上坂　岳大　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＯＭＰＯケア

メッセージ株式会社（旧会社名　株式会社メッセージ）の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の

第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１

日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、

四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＯＭＰＯケアメッセージ株式会社（旧会社名　株式会社メッセー

ジ）及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を

適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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